
平成２７年２月定例県議会（本会議）における答弁要旨	 

（質問日：平成２７年２月１９日）	 

質問者	 	 民主党	 	 竹内	 圭司	 議員	 

質	 問	 要	 旨	 答	 	 弁	 	 要	 	 旨	 答弁者	 

	 

１１．特別支援学校卒業生の	 	 

その後について 
（１）特別支援学校高等部卒業生

の進路状況はどうか。 
 
 
 
 
 
 

 

	 

	 

	 

平成２５年度の公立特別支援学校高等部の

卒業生８６２名については、福祉施設への通所

や入所が最も多く、全体の約６０％を占めて	 

おります。次いで、民間企業等への就職が	 	 

約３４％で、その他の生徒については、進学	 	 

あるいは家業の手伝い等となっております。	 

	 

	 

	 

教育長	 

瀧本	 寛	 
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１１．特別支援学校卒業生の	 	 

その後について 
（２）特別支援学校卒業後の生活

に向けて、在籍中の生徒に	 

対し、どのような取組を	 	 

行っているのか。 
 
 
 
 
 
 

 

	 

	 

	 

１	 特別支援学校では、卒業後の生活が円滑に	 

おくれるよう、在学中に、生徒一人一人に	 	 

合わせた計画を作成し、これに基づいて、本人

や保護者が卒業後の生活を見通せるよう支援

をしております。	 

	 

２	 また、進路選択に当たっては、本人や保護者

の希望を第一とし、障害の状況や適性に	 	 	 

応じて、居住地の行政機関や相談機関との連携

を図り、早い段階から進路相談会等を開催して

おります。	 

	 

３	 なお、卒業後３年間を目安に、卒業生全員に

ついて、進路先における適応状況や家庭に	 	 

おける生活状況を把握するとともに、卒業生や

その家族から相談があった場合は、その解決に

向けて関係機関等と連携し対応している	 	 

ところであります。	 

	 

	 

	 

教育長	 

瀧本	 寛	 
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１１．特別支援学校卒業生のその

後について	 

（３）障害者が福祉サービスを利

用する場合の計画の作成状況と

今後の対応はどうか。	 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（再質問） 
	 計画作成が遅れている市町村が

あるとのことだが、県としては	 

どのような取組をするのか。 

	 

１	 千葉県内の計画の作成状況については、一部

市町村の相談支援体制の整備の遅れなどから、

平成２６年１２月時点での作成率は、障害者の

ものが６２．３パーセント、障害児のものが	 

５５．９パーセントに留まっています。	 

	 

２	 全国平均でも同程度の作成状況のため、国で

は平成２７年度の暫定的な措置として、事業者

による計画作成の目途が立たない場合は、各市

町村が替わって計画を作成できることを方針

として示しました。	 

	 

３	 県としては、市町村による計画の作成に資す

るよう、先月、市町村職員を対象とした研修を

実施したところであり、平成２７年度も引き続

き同様の研修を実施してまいります。	 

	 

	 

	 

１	 県では、各市町村における取組等を調査し、

得られた先進事例等を各市町村に周知するな

ど、市町村における相談支援体制の整備の支援

に努めてまいります。	 

	 

２	 また、相談支援専門員について、平成２４年

４月の法改正以降、毎年５００名以上養成して

おり、今後も相談支援に従事する人材の育成に

引き続き努めてまいります。	 

	 

	 

副知事	 

諸橋	 省明	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

副知事	 

諸橋	 省明	 

	 

 


